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ガバナー晩餐会での当クラブ参加者一同ガバナー晩餐会での当クラブ参加者一同
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L.阿部 邦彦

　友は別れて、友と知る－ いつか此の日を迎えるとは覚悟
していたものの、奇跡が起こってくれ、との願いも空しく、
御彼岸の中日、林昭兵ライオンの悲報を受け、ご家族の思
いは勿論、仙台エコーライオンズクラブの大黒柱であり、
心の拠りどころが突然消えてしまった喪失感の大きさを改め
て思い知った。
　もう、32年程前になるだろうか、我がクラブの創始者嘉藤
亀鶴先生が8月14日亡くなられた。先生は奥様と御二人だけ
の暮しだった為、一大事とエコー門下生一同が駆けつけ一
切を取り仕切った。菩提寺も無く、当時は葬祭会館などある
筈もなく、ご住居での葬儀となった。自宅は片平丁、裁判所
横の住宅地にあり、道幅も狭く、玄関や部屋の出入口も小さ
く大勢の人の出入りは不自由で、はたと困ってしまった。
　当時、入会5年目、幹事に就任したばかりの林ライオンが、
お盆休み中の職人を集め、ふすまや障子を取り外し祭壇を
飾り、道路側に足場を作り花輪を飾り付け、盛大に葬儀を
執り行うことが出来た。新人ながら、緊急時に見せた行動
力と実行力に、嘉藤門下生の一員として認められた。

　ガバナーとしての実績は勿論、持ち前の面倒見の良さと
細かい気配りから、若く優秀な人材を大勢入会させ、これ
迄タブーとされていた女性会員に門戸を開放し、エコーに
若返りと活気を取り戻し、第2期黄金時代を築きあげた功績
は語り継がれていくことだろう。
　「これからのエコーが楽しみだね！」と笑顔で語りかけてき
た元気な姿が目に焼きついて離れない。この思いに応える
のが、何よりの恩返しになるのではないだろうか。
 

 L.北川 英之 

　林昭兵Lと多くの時間をご一緒させて過ごさせて頂いた
10年間。私の40年の人生の中で最も学びの多い10年とな
りました。入会間もない新人ライオンであった私にとって、
当時第1副地区ガバナーに就任された林Lからのキャビネッ
ト幹事へのご指名はあまりに過大な責務でした。結果として
多大な経験をさせて頂き、また多くの先輩や仲間を持つこ
とができてライオンズを楽しむことが出来ています。あの時、
ご指名を辞退していたならば現在の私はないと今でも思っ
ています。

　ガバナー時代もいつも豪快かつ寛大なお人柄は本当に魅
力的でした。些細なアクシデントに動ずることなく絶えず笑
顔で応対する姿は周りの方々を常に惹きつけていました。
当時の執行部の皆さんが口を揃えて「あの時は良かった」と
いつも言っており、まるで青春時代を思い出すかのようです。
　沢山ご馳走になった美味しい食事も思い出の大きな一つ
です。焼き鳥屋さんの帰りにお土産で買って頂くジャガバ
ター、寿司屋のカウンターで頂く〆鯖や、5段に重ねたざる
蕎麦など、昭兵さんにご馳走になった多くの食事が今、我
が家の好物になっています。もっと沢山の食事をご一緒し
たかったのに残念でなりません。
　林Lがいなくなったことは今でもまだ実感出来ませんが、
身をもって教えて頂いた生き方、考え方、与え方、許し方、
病気と闘う姿勢など、私の心や頭にしっかりと残っています。
沢山の教えをこれからの人生に、また仙台エコーライオン
ズクラブに残していきたいと思います。
　林昭兵L   
　これまでお世話になり本当にありがとうございました。感
謝してもしきれませんが頂いた恩を後世に送ります。これか
らも見守っていてください。

追悼

ありがとう
林 昭兵ライオン



　4月10日 12時よりメトロポリタンホテル仙台の「桃
季」にてLLの会が開催されました。参加した15名で、
おいしい中国料理のコースをいただきながら楽しいひ
とときを過ごしました。

　4月13日・14日の両日、仙台エコーLCと仙台東LC主
催の継続アクト「合同献血アクト」が卸町サンフェスタ
「卸町ふれあい市」にて開催されました。初日は67名、
２日目は54名、合計121名の献血者がありました。ご
協力いただいた皆さん、ありがとうございました。

　４月17日 オール宮城LCゴルフ同好会主催のチャリ
ティ親善ゴルフ大会が富谷カントリークラブにて開催
されました。当クラブからも多数の参加がありました。

アクティビティと行事のご報告
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1983.3 仙台エコーLC入会
1987～88 幹事
1995～96 計画委員会 委員長
1999～00 会長
2001～02 テーマ－
2002～03 計画委員会 委員長
2004～05 テールツイスター
2006～07 幹事
2010～11 計画委員会 委員長

1990～91 第37回年次大会事務局 次長
2003～04 第１R第２Zゾーン･チェアパーソン
2005～06 第６Rリジョン･チェアパーソン
2006～07 LCIF・視力ファーストⅡ委員会 副委員長
2007～08 キャビネット事務局運営提言委員会
2010～11 キャビネットアドバイザー
 会員維持増強委員会 委員長
2011～12 第２副地区がバナー
2012～ 第１副地区がバナー

2013～14 332-C地区ガバナー ／ 災害復興対策本部 本部長
2014～15 前ガバナー名誉顧問会議長 ／ 災害復興対策本部 副本部長
 長期計画リサーチ委員会 副委員長
 332複合地区長期計画リサーチ委員会 委員長
2015～16 LCIFボランティア地区コーディネーター ／ 名誉顧問
 複合 国際大会委員長
2016～17 名誉顧問 ／ LCIF地区コーディネーター
 332複合地区国際理事推薦委員
2017～18 名誉顧問 ＬＣＩＦ1000ドル献金 28回

ライオン歴 〈キャビネット関係〉

　林昭兵Lを偲ぶ例会として、林孝子様をお迎えし、倉林
三四郎Lが用意してくれた思い出の写真映像を見ながら、
在りし日の姿を偲び、思い出を語る例会となりました。

継続アクト 
仙台東LCとの合同献血アクト（春）

2019.4.13（土）～14（日）

2019.4.17（水）

オール宮城LCゴルフ同好会主催
チャリティ親善ゴルフ大会

2019.4.10（水）LLの会

林昭兵ライオンを偲ぶ例会



林 昭兵Ｌとの出会いと託されたこと  L.伊藤　孝

　令和になって初めてのエコー誌です。新しい時代を迎え、どんな時代になるのかワクワクしています。平和で幸福な時代であることを望む
ばかりです。エコー誌の編集・印刷に携わらせていただき、３年が過ぎようとしています。本当にすばらしい仙台エコーの皆様と出会えたこ
とと素敵な時間を共有できましたことに改めて感謝致します。3年間ありがとうございました。

今月号の寄稿

例会 本日のスピーチダイジェスト
第1362回例会　2019.2.14（木）
テーマ「忍び寄る失明の危機：糖尿病網膜症」

大橋眼科医院 院長　山口 克宏先生（仙台福祉大学LC）

TOPICS

5 月28日（火）

6 月13日（木）

6 月27日（木）

7 月11日（木）

 

7 月25日（木）

大和エコーLC　清掃アクト

第1370回例会・理事会

第1371回例会　新旧役員交歓会

第1372回例会・理事会
「新三役 抱負を語る！」

第1373回例会
ゲストスピーカー／松山秀樹 元キャディ
　　　　　　　　 進藤 大典様

仙台エコーライオンズクラブ
2018-2019年間計画
2019年5月～2019年7月

行事内容

　例会ゲストとして、第1R・RC扇功L、第1R3Z・ZC遠藤誠L、GLT
コーディネーター武者眞博Lがお見えになられ、扇功Lより第1R内の
ゾーン編成についてお話頂きました。その後、山口克宏先生（仙台福
祉大学LC）からライオンズクラブとGST委員会による糖尿病対策支
援の取組みや網膜症についてお話し頂きました。

　林昭兵Lとの出会いは、2008年2月、倫理法人会主催の「経営塾セミナー」に参加し富士研究所へのバスツアーが初めてであった。
その後、仕事を通じて何度かお会いし、伊藤長作Lと共に仙台エコーライオンズクラブへの入会を誘われた。宮城県赤十字血液セン
ターの所長になっており、時間もある程度自由になり、献血者の確保に協力をして頂いている団体でもあったので二つ返事で入会を了
解し、2009年1月の合同新年例会で新入会員となった（会長は大久晃功L）。林昭兵Lは、仕事もライオンズクラブ活動も精力的にこな
され、2011年～2016年までの4期にわたり、キャビネット関係の臍帯血・3バンク・献血増強委員会の仕事を仰せつかり指導して頂い
た。しかし、2013年332-C地区ガバナーの途中で病魔に襲われ手術を受けることになった。術後4年間は比較的安定していたものの
徐々に体力の衰えがみられるようになり、2018年暮れになり病床から電話があった。内容は、林Lはライオンズクラブに入会し、保護司
としての更生保護の仕事を行いながら、再犯防止のための就労支援を行っている仙台協力雇用主協会会長を務めていた。その会長職
を引き受けてくれないか？との事であった。保護司としての経験もなく、経営者でもないので一度は適任では無いのではと返事した。そ
の後、黒澤武彦Lから仕事の内容の説明を受け、再度の要請があり引き受けざるを得ないと考え、2019年4月から就任している。会合
に出席して、林昭兵会長の後任ですと挨拶すると、異口同音に皆さんから林会長の今までの業績を口にされ、これからもよろしくと返
事される。林昭兵Lの志を継いでライオンズクラブ活動に加え、雇用主協会の仕事も頑張らなければいけないと思っている次第です。

第1363回例会　2019.2.28（木）
テーマ「俺さも語らせろ」 仙台エコーLC会長　佐々木 金治L

　本年度会長の佐々木金治Lによるクラブへの思い溢れるスピーチを
して頂きました。入会からこれまでに出会った方々との数々のエピ
ソードを交えながら、これからのクラブ運営についても自論をお話し
されました。今後益々の発展のためにも会長と共にクラブ全員で盛り
立てていきたいと思います。

第1364回例会　2019.3.14（木）
テーマ「モンゴルへの熱い想い…」 歌手　ボルジギン・イリナ様

　ゲストに日本舞踊家の若柳梅京様、スピーチは歌手のボルジギン・
イリナ様にお越し頂きました。ボルジギン・イリナ様は中国・内モン
ゴルのご出身で小学生の頃より仙台市に在住し、また日本全国でチャ
リティコンサートを開き、集まったお金で内モンゴルに幼稚園や学校
を作られるなど、これまでの生活や活動をお話頂きました。

第1365回例会　2019.3.28（木）
テーマ「フィットネスと糖尿病」 KOKOROE代表 　佐山 瑞樹様

　ゲストにKOKOROE代表で運動伝道師の佐山瑞樹様にお越し頂き
ました。「自分を守ることは、大切な人を守ること」を理念に、イン
ターハイ常連校や全国トップのジュニア選手の出張フィットネスト
レーナーとしても活躍されています。ジュニアアスリートから子ども、
高齢者まで幅広く運動や栄養の指導を行うなか、今日は糖尿病予防
についても写真や資料を元に詳しく講話を頂きました。

　LCIFキャンペーン100チャリティゴルフコン
ペ予選会が開催され、当クラブからは菅原博L、
橋本誠一L、齋藤裕子Lが参加しました。今回の
大会は、2019年5月までに全準地区で本予選
会を開催し、各地区の代表者5名を選出して今
年6月頃に全国チャンピオントーナメント戦を
行うというものです。総合優勝者の須賀秀勝L
（仙台シティLC）など5名が選出されました。

LCIFキャンペーン100
チャリティゴルフコンペ予選会

2019.4.4（木）

PR情報委員会 委員長　齋藤 裕子
編集後記


